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我々の研究グループでは、液中プラズマを用い

た金ナノ粒子の合成を行っている。この研究は、

新たに開発した装置を用いて、塩化金酸溶液に加

える塩が生成粒子へ及ぼす影響について調査を行

ったものである。実験装置については電極上にプ

ラズマが発生しないため、生成するナノ粒子が電

極物質による汚染を受けない。実験の結果、アン

モニウムミョウバン（AlNH4(SO4)2・12H２O）を

加えた実験では、粒子径 1.6－5 nm以下のナノ粒

子が生成した。これは塩化ナトリウム（NaCl）で

生成される粒子径 10－25 nmと比較すると明ら

かに小さくなっており、塩によって粒子径が変化

することが示唆される。 

 実験装置の概念図を図 1に示す[1]。上下に電極

が置かれ、絶縁板が配置されている。絶縁板とし

てはフッ素樹脂板が使用され、その中央にセラミ

ック管が取り付けられており、このセラミック管

内でプラズマが発生する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験方法として、塩化金酸溶液（0.06 mM）に塩

（0.086 mol/L）と分散剤ポリビニルピロリドンを

加えた溶液にプラズマを照射し、生成した粒子を、

透過型電子顕微鏡（TEM）を用いて観察する。図

2と図 3にアンモニウムミョウバンと塩化ナトリ

ウムをそれぞれ加えた際の金ナノ粒子の TEM画

像を示す。画像から、粒子径だけでなく形状も異

なっていることが分かる。 

 

図 2 アンモニウムミョウバンを加えた際の金

ナノ粒子 

 

図３ 塩化ナトリウムを加えた際の金ナノ粒子 
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図１ 実験装置概略図 

図２ アンモニウムミョウバンを加えた

際の金ナノ粒子 
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